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（１）内容 
 日本企業は、組織として活動している。その組織行動を考えていく上では、組織のメ

カニズムを理解する必要があり、組織社会学を含めた組織論は、組織行動についての基

本的な社会学的な分析を提供しようとするものである。さらに、日本企業は、グローバ

ル化、情報化、高齢化という経営環境変化で、組織自体も大きく変容しつつある。組織

とは、専門的には、企業という人的組織の協働活動システムとしてみる見方であるが、

日本企業の意思決定、知識管理、イノベーションなどの活動での人的組織としての合理

的な特性を明らかにしてくれる。この授業では、特に企業組織についてその全体構造や

企業間ネットワークというマクロな次元に焦点を絞り、経営環境と組織構造の相互作

用、官僚制組織とネットワーク組織、イノベーションと学習を行う組織能力、日本的経

営の組織特性などについてふれて行きたい。 
 
（２）目次 
 １．組織論の視点 
 ２．経営環境と組織構造のデザイン 
 ３．官僚制組織とネットワーク組織 
 ４．イノベーションと組織学習を行う組織能力 
 ５．戦略的な組織変革 
 ６．日本的経営の組織特性と現代の経営環境 
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